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6，24，72 および 168h の 4 水準とし，-20℃・12 時
























融解後，材齢 31 日（積算温度 840°Ｄ・Ｄ）および
材齢 94 日（2730°Ｄ・Ｄ）の 4 水準で行った．セメ
ントペーストは圧縮強度，水和率，全空隙量とひび
割れ密度の測定を行い，コンクリートは圧縮強度の

















































F24 24 90 
F72 72 88 
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係を示す．840°D・D および 2730°D・D において，
























日の 5 水準，F の場合は凍結融解後，材齢 31，94 日





































































































F24 24 90 
F48※1 48 89 










-3に示す．凍結開始材齢は 6，24 および 72h の 3 水
準とし，凍結融解前養生は 20℃封緘で行い，その後
の凍結融解期間は水和がほとんど進行しないと考え，




6h，1，3，28，91 日の 5 水準，F の場合は材齢 31，







す．凍結開始材齢は 6，24，48 および 72h の 4 水準
とし，凍結融解条件は付着強度試験と同条件である．
また測定材齢は，N の場合は材齢 6h，1，3，28 およ
び 91 日の 5 水準，F の場合は凍結融解前，凍結融解
後，材齢 31 および 94 日の 4 水準である．セメント
ペーストは圧縮強度，水和率の測定を行い，コンク
リートは圧縮強度試験を行った．なお，圧縮強度試
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トでは，凍結融解後において F6 および F24 の強度
が N の強度増進を下回っており，これは凍結の影響









トの F6 の場合と同様に N よりも強度が低いため，
初期材齢時の凍結の影響がみられる．一方，F6 以外
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図-13 W/C および凍結融解後養生が異なる 
セメントペーストの積算温度と圧縮強度の関係 
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